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西
桂
町
長

　
　
槙
田

広報１６９号によせて

康

　
新
し
い
緑
が
目
に
し
み
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

野
に
も
山
に
も
い
ろ
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
誇
ｏ

■
て
お
り
ま
す
。
町
も
お
か
げ
様
で
町
民
の
皆
様
方

の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
平
成
元
年
度

の
享
業
及
び
諸
行
事
も
終
わ
り
、
特
に
「
自
ら
考

え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
ふ
る
さ
と
創
成
事
業

が
町
民
総
参
加
の
も
と
に
実
施
さ
れ
皆
様
方
の
お

智
恵
を
頂
き
終
了
で
き
ま
し
た
事
に
心
よ
り
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
総
額
二
二
三
二
四
九
万
円
で
ご
ざ
い

ま
す
。
予
算
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
掲
の

通
り
で
す
が
、
主
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
町
営

住
宅
の
建
設
で
す
。
倉
見
地
区
月
夜
の
平
へ
一
棟

十
八
戸
を
造
り
ま
す
。
溝
下
二
号
線
も
継
続
事
業

と
し
て
、
国
道
一
三
九
号
線
の
ミ
ニ
パ
イ
パ
ス
と

し
て
工
事
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
そ
の
他
、
町
道
、

農
道
、
河
川
の
新
設
改
修
な
ど
に
お
き
ま
し
て
は
、

例
年
通
り
町
の
計
画
と
、
各
区
の
ご
要
望
と
併
せ

て
大
部
分
を
実
施
す
べ
く
、
予
算
を
作
成
致
し
ま

し
た
。
長
期
総
合
計
画
が
昭
和
５
６
年
よ
り
始
ま
り
、

昭
和
６
５
年
＾
平
成
二
年
一
で
終
了
致
し
ま
す
。
第

三
次
長
期
総
合
計
画
を
平
成
三
年
に
向
か
っ
て
策

定
し
、
２
１
世
紀
を
望
み
、
町
の
将
来
像
を
計
画
し

て
参
り
ま
す
。
町
民
総
参
加
の
も
と
に
、
美
し
い

緑
と
清
ら
か
な
水
の
豊
か
な
西
桂
町
を
よ
り
住
み

よ
い
、
心
と
心
の
ふ
れ
合
い
の
町
づ
く
り
、
社
会

福
祉
の
ゆ
き
と
ど
く
町
づ
く
り
に
職
員
一
同
専
念

努
力
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。
町
民
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
活
躍

．
を
お
祈
り
致
し
ま
す
古

　
平
成
二
年
度
当
初
予
算
は
、
三
月
十
六

日
の
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
、

国
保
会
計
、
簡
水
会
計
、
老
保
会
計
、
三
ツ

峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
計
、
と
も
に
原

案
ど
お
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
の
で
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
町
民
総
参

加
の
明
る
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
、
新
区

長
さ
ん
か
ら
の
要
望
を
お
聞
き
し
た
内
容

を
盛
り
込
み
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
ふ
ま

え
経
常
的
な
経
費
を
抑
制
し
経
費
の
徹
底

し
た
合
理
化
を
基
本
的
な
考
え
と
し
て
編

成
し
、
本
予
算
を
基
と
し
て
町
政
の
運
営

に
町
民
各
位
の
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
主
要
事
業
と
し
て
は
、
町
道
濤
下
２
号

線
道
路
整
備
事
業
、
町
営
住
宅
建
設
予
定

地
の
造
成
事
業
、
町
営
住
宅
建
設
事
業
、

そ
の
他
生
活
に
密
着
し
た
諸
施
策
を
盛
り

込
み
、
一
般
会
計
は
、
総
額
十
＝
一
億
一
一
一
千

二
百
四
十
九
万
四
千
円
、
前
年
度
対
比
二

一
・
六
％
の
増
額
で
編
成
し
ま
し
た
。



平成２年度一般会計当初予算款別構成図

財産収入

県支出金

諸収入 ３０ ．２０島千円（２ ．３％〕

　倶越金　１５ ，ＯＯＯ千円｛１ ．１％〕

寄付金　１５０千円｛Ｏ ．Ｏ％）

１２ ，１８７千円（０ ．９％

４１ ，５０６千円（３ ．１％

繰入金

　○皿 ．ｏｏｏ

　　　千円
　　　　一 ．５，〕

国庫支出金
　１９３ ，５３１千円

　　（１４ ．５％）

町価
１２７ ，３００

　千円
　四 ．５％〕

町　税

２６０ ，７５８千円

　　（１９ ．６％）
地方竈与税
舶， ０６０千円（２ ．１％）

利子割交付金
　９ ，ｏｏｏ千円（ｏ ，７％）

自動章取得税交付金
　． １Ｏ ，昌ＯＯ千円（Ｏ －８％）

地方交付税
分担金及ぴ負担金
２７ ，９３２千円（２ ．１％）

４８３ ，２５１千門

　　　（３６ ．３％）

使用料及ぴ手敏料
３２ ，８１０千円（２ ．５％〕

讃会費　鴉 、喧０９千円（２ ．１％〕

　　　予備讐　２ ，ＯＯ血千円（Ｏ ．２％〕

教育費

公債費
１１５ ，３３７千円

　（昔 、７％）

１３７ ，０２５千円｛１０ －３％）

消防費
５１ ，０５９千円（３ 、畠

総務費
２２３ Ｉ３１０千円

　　（１６ ．８％〕

土木費
４５４ ，５１０千円

　　　（３４ ．１％）

　民生費
ｎ７ ，９２６千円

　　（８ ．９％）

衛生費
　１０７ ，３２０千円

　　　（８ ，Ｏ％〕

£林水童讐　呂ｏ ，４測千円伯 ．ｏ％〕

商工費 １４、脳千円（１ ．１％〕

（３）
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よだ会議

　　　　　　　　（１●町長施政方針（要約）

、町民すべての人のためにあるものです。町の新しい時代を切り拓いていくため、町民の

を合わせ立派な町づくりに全力を尽くす所存であ切ます
。

充実を図るため

会館を、お年寄りから若い人達までのふれあいの場として福祉の向上に役立てて行きたい
す。 町民の健康増進は、第二次五ヶ 年保健計画により進めていきます。また・イベント等

総参加のもとに実施したいと思います 凸

傭としては

宅緩和と 、人口増加を図るための町営住宅建設、国道１３９号線の混雑緩和のためにミ＝バ

建設・柿園地内にミニ児童公園の建設を行ないます 。

では

は２１世紀に向 ｒてデザイン化・ファッ ショ ン化に力を入れ・その他・産業振輿のため関係

議し、応援していきたいと思います。また、一次産業の今後の進み方も考えていかなけれ

いと思います 。

内面を充実し

健で心豊かなたくましい西桂 っ子を作るよう努力いたします 。

らの町づくリは

に向けての西桂町の将来像を第二次長期総合計画に託し、水と緑の町を基調に地域の方 々

ンサスを得て ・住みよい町づくり ・うるおいある豊かな町づくりを進めてまいりたいと思

鮒
け
常
帷
服
幽
帷
肋
靹
榊
醐
恥
醐
翔
淋
雌
ぐ

町
様
福
Ｙ
思

　
皆
　
　
　
と

、
ま‘

基
町
パ
産
織
関
な
教
質
こ
２
ー

　
　
イ
　
　
　
機
ぱ

とコ

いま

三
月
定
例
議
会

○
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

　
　
保
健
婦
の
給
与
体
系
の
整
備
が
必
要

　
　
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
主
任
保
健
婦
」

　
　
と
い
う
役
職
を
設
け
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
審
義
会
条
例
の
一
部
改
正

　
　
町
の
長
期
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た

　
　
め
の
害
議
会
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

　
　
め
、
委
員
数
二
十
名
を
二
十
五
名
に

　
　
す
る
な
ど
の
改
正
で
す
。
な
お
、
こ

　
　
の
長
期
総
合
計
画
は
平
成
一
＝
年
度
か

　
　
ら
の
も
の
で
す
。

〇
一
一
一
リ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

　
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
一

　
　
部
を
改
定
し
ま
し
た
。

○
ふ
る
さ
と
振
輿
基
金
の
設
置
、
管
理
及

　
び
処
分
に
関
す
る
条
例
・
の
制
定

　
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
の
財
源
に
供

　
す
る
た
め
、
新
し
く
基
金
を
設
置
す

　
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
従
来
の
「
税
務
住
民
課
」
を
改
め
、

　
　
「
住
民
課
」
と
し
ま
し
た
。
な
お
、

　
税
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
か
ら

　
総
務
課
に
属
す
る
分
掌
事
項
と
し
て

　
統
合
し
ま
し
た
。

〇
一
般
会
計
第
８
号
＾
専
決
処
分
）

　
補
正
額
　
九
十
八
万
一
千
円
追
加

　
総
　
額
　
十
一
一
一
億
七
千
二
百
四
十
一

　
　
　
　
　
万
五
千
円

　
内
容
衆
議
院
議
員
選
挙
費
の
交

　
　
　
　
　
付
額
決
定
に
伴
う
補
正
。

〇
一
般
会
計
第
九
号

　
補
正
額
　
八
千
百
十
五
万
円
追
加

十
四
億
五
千
三
百
五
十
六

万
五
千
円

歳
出
面
で
は
、
基
金
へ
の

積
み
立
て
約
九
千
百
万
円
、

ご
■
み
処
理
運
営
負
担
金
約

百
七
十
万
円
、
道
路
改
良

舗
装
工
事
費
負
担
金
約
五

百
七
十
万
円
な
ど
が
主
な

も
の
で
、
い
ず
れ
も
事
業

確
定
に
よ
る
追
加
補
正
で

す
。歳
入
面
で
は
、
町
税
約
四



　
　
　
　
　
　
千
四
百
万
門
、
地
方
交
付

　
　
　
　
　
　
税
約
一
千
万
円
、
町
預
金

　
　
　
　
　
　
利
子
約
八
百
七
十
万
円
、
■

　
　
　
　
　
　
基
金
利
子
約
八
百
五
十
万

　
　
　
　
　
　
円
等
を
財
源
と
し
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
祭
２
号

　
　
補
正
額
　
五
百
九
万
五
千
円
追
加

　
　
総
額
二
億
二
千
九
百
一
万
三
千

　
　
　
　
　
　
円

　
　
内
容
医
療
費
が
伸
び
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
よ
る
追
加
補
正
約
五
百
万

　
　
　
　
　
　
円
、
老
人
保
健
拠
出
金
の

　
　
　
　
　
　
確
定
に
よ
る
減
額
補
正
約

　
　
　
　
　
　
百
万
円
、
基
金
へ
の
積
み

　
　
　
　
　
　
立
て
約
百
二
十
万
円
等
が

　
　
　
　
　
　
主
な
も
の
。

○
老
人
保
健
法
特
別
会
計
第
二
号

　
　
補
正
額
　
一
千
百
万
円
迫
加

　
　
総
額
　
一
億
一
千
九
百
七
十
二
万

　
　
　
　
　
　
五
千
円

　
　
内
容
医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
追

　
　
　
　
　
　
加
補
正
凸
五
十
五
万
円
が

　
　
　
　
　
　
町
の
負
担
分
（
五
パ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
ン
ト
一
。

〇
三
ツ
峠
グ
り
－
ン
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別

　
会
計
第
３
号

　
　
補
正
額
　
百
十
五
万
円
滅
額

　
　
総
　
額
　
四
千
二
百
四
十
＝
一
万
九
千

　
　
　
　
　
　
円

　
　
内
容
主
な
も
の
は
、
宿
泊
料
等

　
　
　
　
　
　
を
合
め
た
事
業
収
入
を
約

　
　
　
　
　
　
＝
一
百
万
円
減
額
し
、
繰
越

　
　
　
　
　
　
金
約
百
六
十
万
円
追
加
。

〇
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
簡
易
水
道
特
別
会
計

○
老
人
保
健
法
特
別
会
計

〇
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別

　
会
計

更

　
　
組
織
団
体
で
あ
る
富
士
五
湖
消
防
組

　
　
合
が
解
散
し
、
新
た
に
富
士
五
湖
広

　
　
域
行
政
事
務
組
合
が
加
入
す
る
こ
と

　
　
に
関
す
る
規
約
の
変
更
で
す
。

回○教育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
同
意

　
　
・
武
藤
隆
之
氏
の
退
任
に
伴
い

　
　
　
｛

　
　
川
村
邦
夫
氏
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま

　
　
し
た
。

　
　
・
上
野
溝
三
氏
の
退
任
に
伴
い

　
　
宮
下
新
一
氏
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま

　
　
し
た
。

　
　
・
前
田
巳
智
男
氏
の
引
き
続
い
て
の
任

　
　
命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
郡
内
地
区
に
肢
体
不
自
由
児
及
び
重
度

重
複
身
体
障
害
児
の
た
め
の
教
育
施
設

設
置
に
関
す
る
講
願
・
意
見
書

・
請
願
者

す
べ
て
の
障
害
児
に
適
切
な
教
育
環

境
を
望
む
父
母
の
会

西
桂
町
代
表
　
田
村
良
則

・
請
願
・
意
見
書
要
旨

障
害
を
持
つ
子
供
た
ち
が
、
ゆ
き
届

い
た
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
願
い
、
郡
内
地
区
に
障
害
児
の

た
め
の
教
育
施
設
整
備
が
図
ら
れ
る

よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

・
審
議
結
果

請
　
願
　
採
択

意
見
書
　
原
案
可
決

・
意
見
蓄
提
出
先

山
梨
県

山
梨
県
教
育
委
員
会

南
都
留
教
育
事
務
所

　
春
の
野
山
を
歩
く
の

は
楽
し
い
も
の
で
す
が
、

慣
れ
な
い
ハ
イ
キ
ン
ク

で
は
足
も
疲
れ
ま
す
。

　
足
の
疲
れ
を
と
る
に

は
、
ま
ず
、
足
の
皿
行

を
よ
く
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
、
足
の
裏
の

■
マ
ッ
サ
ー
シ
が
効
果
的
で
す
。

　
靴
を
脱
い
で
足
の
裏
を
、

特
に
士
踏
ま
ず
の
部
分
を
念

入
り
に
マ
リ
サ
ー
ジ
す
る
と
、

思
い
の
ほ
か
早
く
疲
れ
が
解

消
し
ま
す
。

　
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
瓶
や
缶

を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方

法
。
瓶
や
缶
を
横
に
し
て
、

足
の
裏
で
踏
ゐ
な
が
ら
転
が

し
て
や
り
ま
す
。
こ
の
と
き

も
、
士
踏
ま
ず
の
部
分
は
特

１
こ
念
入
り
に
や
り
ま
す
。
皿

行
が
良
く
な
り
、
足
の
だ
る

さ
や
疲
れ
が
と
れ
ま
す
。

　
外
出
先
か
ら
帰
っ
て
、

の
ひ
ど
い
と
き
は
、
深
め
の
バ
ケ
ツ

に
少
し
熱
め
の
お
湯
を
入
れ
て
、
足

の
ひ
き
あ
た
り
ま
で
つ
け
ま
す
。
お

湯
の
熱
さ
と
水
圧
で
、
皿
液
の
循
環

が
促
進
さ
れ
ヰ
疲
れ
が
と
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
お
湯
の
中
に
塩
を
一
つ
ま

ゐ
入
れ
て
や
り
、
足
の
裏
や
ふ
く
ら

は
き
な
ど
を
、
手
で
丁
寧
に
■
も
ゐ
ほ

血行をよくすることが第一

（５）



役場の人事及び機構

企画課
課長　川村俊夫

総務課
課長　川村龍雄

主査　渡辺　隆

　　　童田」太郎

企画係

総務係

財務係

税務係

役場職員の異動を行い、４月よ

り新体制を整えました
。

（係長 ・森嶋薫次朗）（主任　岩田悦男〕

（係長 ・兼　渡辺　隆〕

（主任　蔭江巣一・ 塩谷正彦　小野田　恵）

（主享　郷田弘」〕（業務員　渡辺清吾〕

（係長 ・兼渡辺隆〕（主任今泉守夫〕

（係長・兼重田一太郎〕て主任奈良 竈・ 渡辺縢子〕

住民課
課長　上小沢律子

三ツ峠ケ １」一ンセンター

住民係

厚生係

（主任　勝俣宗明 ・川村留美子〕

（調理士新田典子 ・権守なか江〕（讐備貝槙田幸雄）

（係長渡部真澄〕（主任渡辺裕代〕（主任保健婦槙田知子〕

（保健婦・高部恵美子〕（巣着士新田裕里〕

（係長 ・兼　滝□武司〕（主任 ・兼

（主事　永田由永 ・新田剛久〕

環境衛生係（係長

　保育所
所長　志村雄子

　産業係

堀内達也〕

堀内違也〕

（主任保母永井信子〕（保母　滝□敏美・加藤なお美

新田理恵子・新田三千代・池田ゆかり）

（調理婦井上たね子・渡辺幸子）

（係長　前田宗重）（主任　渡辺幸彦）

振輿課
課長　渡辺富士雄

．建設係

地籍調査係

（係長 ・兼森嶋萱次朗〕（主任

（主事　 ・天野和久）

武井直美 ・川村達彦）

（係長・兼前田宗重）（主事高山正）后託夫石秀子

Ｙ　ＬＯ会館　　　（児童厚生員 小佐野保子〕（管理人 」ｌ１村幸雄）

館長（町長〕槙田康

館長代行（兼）前田巳智男

出納室
収入役　権守　肇

出納係　（主任 小沢勝代）

学校給食センター

教育委員会
教育長
　前田巳智男

主査　郷田盛直

総務 ・学校教育係
（係長・兼郷田盛直〕

（兼小佐野保子〕

社会教育係

匿憂亙壷１ （局長 ・兼

（謂理婦）小山虹を子 ・希代峰子

滝口英子・乙顔和子・武蔭玲子・高山勝子

　　　　　　　｛小学校〕堀江成和
学校用務員　（中学校〕塩谷文子

（兼 ・小佐野保子〕（主享小林清松 ・小沢正仁）

（県派遣社教主事　臼井弘成）

川村萬崖〕（■記 ・兼 今泉守夫〕

会長（町長〕槙田　廣

（■記長 ・兼 渡辺富士雄〕（書記 ・兼

（事務局長　上小沢律子　兼〕

（享務局　滝口武司　兼）新田泰代

前田宗重 ・渡辺幸彦〕

倣庭奉仕員　川村久江〕
くポランティア コーデ ィネーター 渡辺典子〕

（６）



育

Ｙ
　
　
　
　
Ｏ

　
Ｙ
１
一
〇
会
館
｝
改
築
工
■
竣
工
　
　
　
　
　
の
一
環
と
し
て
、
十
月
一
日
着
工
し
三
月

　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
は
新
設
以
来
十
二
年
を
経
　
　
十
五
日
完
成
し
、
＝
一
月
二
十
九
日
　
関
係

遇
し
、
年
々
利
用
が
増
犬
し
て
敬
老
会
、
　
　
者
、
町
内
各
種
団
体
役
員
の
皆
様
の
御
臨

成
人
式
等
犬
き
な
催
し
時
は
手
狭
と
な
う
　
　
席
の
も
と
に
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
曲
四

て
ま
い
り
ま
し
た
也
種
オ
検
討
の
上
鉄
筋
　
　
月
か
ら
平
常
通
り
使
用
を
行
っ
て
お
り
ま

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
を
三
本
取
り
除
き
、
　
　
す
。
工
事
中
は
犬
変
御
迷
惑
を
お
掛
け
し

四
五
七
、
四
五
平
方
米
の
鉄
筋
造
り
の
増
　
　
ま
し
た
也
今
後
老
人
福
祉
に
文
化
活
動
に

改
築
を
行
う
可
く
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
　
　
活
用
し
て
下
さ
い
。
　
＾
表
紙
写
真
）

　
　
☆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

☆
Ｙ
Ｌ
Ｏ
改
築
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
☆

☆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

　
四
月
二
十
二
日
に
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
増
改
築
　
　
来
場
着
に
好
評
で
し
た
。

　
工
事
の
竣
工
を
記
念
し
て
、
西
桂
町
文
化
　
　
　
さ
ら
に
、
協
賛
事
業
と
し
て
商
工
会
青

協
会
の
主
催
に
よ
り
盛
犬
に
開
催
さ
れ
ま
　
　
年
部
婦
人
部
の
ふ
れ
あ
い
広
場
、
織
物
協

　
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
組
合
の
展
示
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の

　
文
化
協
会
各
部
の
発
表
会
、
展
示
、
犬
　
　
不
用
品
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
、
お
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ

　
ま
た
お
楽
し
み
大
抽
選
会
も
行
な
わ
れ
　
　
ま
す
。

※
教
育
委
員
会
の
檎
成
が
次
の
様
に
変
わ

り
ま
し
た
。

渡
辺
義
雄

川
村
邦
夫
＾
新
任
）

小
田
切
千
秋

宮
下
新
一
＾
新
任
）

前
田
巳
智
男
（
再
任
一

委
員
長

職
務
代
理

委
　
員

委
　
員

教
育
長

　
研
修
や
出
産
等
の
理
由
で
平
常
出
勤
が

で
き
な
い
教
員
の
補
充
等
の
た
め
に
、
期

間
を
定
め
て
講
師
を
臨
時
的
に
任
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
講
師
を
希
望
す
る
方
は
山

梨
県
教
育
庁
教
職
員
課
長
あ
て
に
申
し
出

て
お
く
と
任
用
対
象
着
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
す
。

　
詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
問
合
わ
せ

て
下
さ
い
。

〒
４
０
０
　
甲
府
市
丸
の
内
１
～
６
～
１

　
　
　
　
　
山
梨
県
教
育
庁

０
０
５
５
２
一
３
７
一
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
内
線
　
３
２
３
６

（７）



園
囲
困
因
ｏ

〔
・
－
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
人
生
８
０
年
代
を
迎
え
て
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
心
身
に
障
審
を
持
う
た
人
た
ち

も
そ
う
で
な
い
人
た
ち
も
、
と
も
に
生
き
が
い
を
も
ち
温
か
い
ふ
れ
あ
い
の
中
で
暮
ら
す

こ
と
が
、
ま
す
ま
す
大
切
に
な
ｏ
て
い
ま
す
。

　
今
は
元
気
に
働
い
て
い
て
も
、
や
が
て
は
誰
で
も
が
年
を
と
り
、
ま
た
思
い
が
け
な
い

事
故
で
不
白
由
な
体
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
日
心
な
ら
ず
も
、
寝
た
き
り
で
介
護
を
受

け
る
よ
う
に
な
ｏ
た
と
き
な
ど
誰
で
も
が
住
み
な
れ
た
と
こ
ろ
で
家
族
や
友
人
に
囲
ま
れ

な
が
ら
、
安
心
し
て
過
ご
せ
た
ら
ど
ん
な
に
心
強
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
誰
で
も
困
っ
て
い
る
時
の
さ
り
げ
な
い
手
助
け
は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
恩
い
や
り
の
心
で
、
こ
こ
に
住
む
ひ
と
り
ひ
と
り
が
お
互
い
に
助
け
合
え
る
、

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ｏ
－
町
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

　
町
で
は
、
み
な
さ
ん
に
住
み
な
れ
た
と
こ
ろ
で
、
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
各
種
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
み
な
さ
ま
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
利
用
さ
れ
る
際
は
最
寄
り
の
民
生
委
員
さ
ん
、
ま
た
は
、
役
場
福
祉
係
ま
で

お
と
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
一
人
幕
ら
し
の
お
年
寄
り
の
方
の
、
不

安
や
孤
独
感
の
解
消
、
安
否
の
確
認
の
た

　
　
　
　
　
め
近
所
の
方
オ
の
協
力
を

　
　
　
　
　
　
得
な
が
ら
愛
の
ベ
ル
を
設

　
　
　
　
　
　
置
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
平
成
二
年
度
よ

　
　
　
　
　
　
り
「
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン

　
　
　
　
　
　
ト
＾
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
〕

整
備
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
愛

の
ベ
ル
に
替
わ
る
も
の
で
、
ボ
タ
ン
を
押

す
こ
と
に
よ
り
消
防
本
部
に
通
報
さ
れ
、

関
係
機
関
や
協
力
員
の
協
力
に
よ
り
、
的

確
な
支
援
体
制
を
と
コ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
リ
ズ
ム
セ
ン
サ
ー
＾
感
知

式
）
を
設
置
し
、
毎
目
定
時
に
安
否
を
確

認
し
て
い
き
ま
す
。

心
身
の
機
能
を
維
持
回
復
す
る
た
め
の
訓

練
．
を
行
い
ま
す
。

　
ね
た
き
り
・
痴

呆
の
お
年
寄
り
を

介
護
し
て
い
る
方

が
、
何
ら
か
の
理

由
で
、
看
護
で
き

な
い
時
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ｉ
ム
な
ど
で
・

し
ま
す
直

叩咽■■■』．１１

幣
一
時
的
に
保
護

　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
に
、
毎
週
一
回
昼
食
を

お
宅
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
栄
養
改
善
推
進

員
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
、
年
六
回
手
作
り
の
食

事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
何
ら
か
の
障
害
が
あ
っ

て
、
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
る
家
庭

に
、
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
を
派
遺

し
、
日
常
の
生
活
の
手

助
け
を
し
ま
す
。

　
ね
た
き
り
の
お

年
寄
り
や
重
度
の

障
害
老
＾
児
一
の

方
等
、
体
が
不
自

由
な
た
め
理
容
店

に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
、
最
寄
り
の

理
容
師
さ
ん
に
出
張
し
て
い
た
だ
い
て
散

髪
し
ま
す
。

　
ね
た
き
り
の
お
年
寄

り
や
重
度
の
障
害
老

（
児
一
の
方
な
ど
、
長

期
間
床
に
つ
い
て
い
る

方
に
、
体
位
が
変
え
ら

れ
る
ベ
ッ
ト
を
貸
し
出

し
ま
す
。
ま
た
、
エ
ァ
・

５
惚
能
回
復
訓
練　疾
病
・
負
傷
等

に
よ
り
心
身
の
機

能
が
低
下
し
て
い

る
方
に
、
医
療
終

了
後
も
継
続
し
て

　
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
重
度
の
障
害

老
一
児
）
の
方
な
ど
、
歩
行
が
困
難
な
方

に
、
章
イ
ス
を
貸
し
出
し
ま
す
。

（８）



囲
圃
圃
国
匿
因
口

『
子
育
て
何
で
も
相
談
』

　
西
桂
町
と
福
祉
事
務
所
・
児
童
相
談
所

の
共
催
に
よ
り
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
二
階

和
室
に
お
い
て
、
年
六
回
、
子
育
て
何
で

も
相
談
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
日
頃
、
子
育
て
に
つ
い
て
、
家
庭
で
、

保
育
所
で
、
学
校
で
の
生
活
に
つ
い
て
、

子
供
に
ま
つ
わ
る
種
々
の
事
柄
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ぱ
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

役
場
（
－
２
５
－
２
１
２
１
一
保
健
衛
生
ま

で
申
し
込
み
下
さ
い
。

場
所
・
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
２
階
　
和
室

３ １ １１ ９ ７ ５
日

月 月 月 月
月
． 月

１５ １８ １６ ２１ ２０ １８

目 目 日 日 日・ 日
程

午 午 午 牛 午 午

後 後 前 後 後 前
１ １ １Ｏ １ １ １ｏ 時

時 時・ 時 時 時 時
３０ ３０ ～ ３０ ３０ ～

分 分 １２ 分 分 １２

～ ～ 時 ～ ～ 時
４ ４ ４ ４

時 時 時 時 間

中
し
込
み
　
西
桂
町
保
健
衛
生
担
当

倶
田
ま
で

『
５
月
は
子
宮
が
ん
強
調
月
間
で
す
』

　
５
月
と
ｎ
月
は
、
子
宮
が
ん
強
調
月
間

で
す
。
こ
の
月
は
、
無
料
で
検
診
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
又
、
愛
育
会
の
役
員
さ
ん
が

検
診
の
お
す
す
め
に
伺
い
ま
す
の
で
役
員

さ
ん
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
年
に
一
回
、

３
０
才
以
上
の
女
性
は
、
子
宮
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
尚
、
愛
育
会
の
な
い
地
域
は
、
役
場
に

直
接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
日

　
又
、
い
つ
で
も
希
望
す
る
月
に
検
診
を

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
５
月
・
１
１
月
以
外
は

自
己
負
担
＾
一
、
○
Ｏ
Ｏ
円
）
に
な
り
ま
す
竈

＾
子
宮
が
ん
検
診
料
は
、
五
、
一
七
五
円

で
す
。
）

　
平
成
二
年
度
よ
り
、
個
別
接
種
に
な
り

ま
し
た
の
で
主
治
医
に
御
相
談
下
さ
い
曲

○
接
種
年
齢
は
、
生
後
１
８
ヶ
月
～
３
６
ヶ
月

　
が
望
ま
し
い
で
す
凸

○
接
種
時
期
は
、
７
月
８
月
を
除
き
、
子

　
供
の
状
態
が
よ
い
時
に
接
種
し
ま
し
ょ

　
う
。

○
接
種
費
用
は
、
役
場
が
負
担
し
ま
す
。

○
保
護
老
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
易
合
に

　
限
り
Ｍ
Ｍ
Ｒ
＾
麻
疹
、
お
た
ふ
く
、
風

　
疹
）
が
実
施
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
麻

　
疹
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
、
対
象

　
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
実
施
可
能
な
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

　
役
場
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
５
月
、
６
月
の
毎
週
月
曜
日
、
午
後
一

時
三
〇
分
よ
り
三
時
ま
で
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
組

２
階
児
童
館
で
、
コ
ア
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

の
早
川
増
雄
先
生
を
招
い
て
、
８
回
行
い

ま
す
。

　
対
象
は
、
特
に
運
動
不
足
の
人
、
肩
こ

り
の
あ
る
人
、
肥
満
の
人
、
５
０
才
代
、
６
０

才
代
で
運
動
の
機
会
が
あ
ま
り
な
い
人
、

腰
痛
予
防
の
為
の
人
、
そ
の
他
で
す
。

　
尚
、
運
動
の
主
体
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。
病
院
に
通
院
し
て
い
る
人
は
、
医

師
の
許
可
を
得
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

　
申
し
込
み
方
法
は
、
直
接
役
場
保
健
衛

生
担
当
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
　
＾
８
２
５

１
２
１
２
１
）
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
、
被

保
険
者
は
次
の
三
種
穎
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
甘
昴
－
且
５
舳
恢
但
＾
険
者
」

　
頂
業
や
自
営
業
者
・
焦
職
の
人
が
加
入

し
、
自
分
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

ま
す
。

　
「
第
二
号
破
保
険
者
」

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
で
す
。

　
自
動
的
に
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
、
保
険
料
は
給
料
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。

　
「
第
三
号
被
保
険
者
」

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
す
。

　
保
険
料
は
、
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
か
わ
り
必
ず
市
町
村

役
場
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
は
、
義
務
で
あ
り
自
分
の
将
来
の
た
め

で
す
。

　
第
一
号
、
第
二
号
そ
し
て
第
三
号
被
保

険
者
と
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

と
き
も
、
そ
の
つ
ど
市
町
村
役
場
へ
届
け

出
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
あ
、
あ
な
た
も
国
民
年
金
の
加
入
の

手
続
き
を
し
ま
し
さ
２

（１ ｇ）



ガ

、レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
暮
地

ら
が
犬
将
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清

裕紀枝ち中ん（平成元年７ ，２２１

　小野田　稔 ・松恵さんの長女

ｎ　ｎ　　〔　ｎ
前渡木小安小程前　お

水田

愛
美

　
彩

善一

実之

長長

お
し
あ
わ
せ
に
（
着
蛆
）

’
二
！
ニ
ニ
日

お
め
で
た
・
敬
称
略
）

（
出
生
）長長続

男男柄

原田藤川本山

英秀（
　　父
之一名

田辺

お
＜

○
見

　
牛
　
田

柿
園

直
行

由
起
子

正
　
面

喜
代
美

恵克正和

子触美夫

下
暮
地

都
留
市

倉
見

上
野
原
町

上
　
町

東
京
都

上
　
町

都
留
市

倉
見

　
渡．
武
柿
園

　
岩
　
前
　
高上
町

辺
　
憲

藤
圭

尾田田

み
　
く

　
健

和哲

誠
　
　
峯

　良　里顕
涼　翔
　紀　奈成

　義真幹圭

夫教明朝人雄三

長長長

男男女

　下　　　上　　本
前暮滝小小　乙菅　高新童
　地　　野町　　町
田　口林田　顔谷　尾田森

多　米輿富　光は　直昌よ
け　太　　　　　　　　し
の　郎作蔵　俊る　道子こ

　　治春亀　成林　良高庄
武

　　男美喜　一三　宣’明一

や
み
（
死
亡
）

し
　
ん

＾
眉
出
人
）

義
郎

女女

堀宮池渡藤

内下田辺本

二長長長二

男男男女男

『
１
；
；
－
－
１
；
！
；
；
－
－
…
－
－
－
－
－
；
；
；
；
－
；
；
言
－
－
」
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」

　
竹
の
子
の
皮
の
柔
ら
か
い
部
分

を
繍
戯
と
呼
ぴ
ま
す
－
二
の
絹
皮

　
　
　
＾

の
木
の
芽
和
え
、
そ
れ
に
ワ
カ
メ

と
竹
の
子
の
吸
い
物
、
竹
の
子
こ

飯
。
，
近
は
食
物
に
季
節
感
が
な

く
な
り
ま
し
た
が
　
二
れ
ぞ
ま
さ

し
く
旬
＾
し
ゅ
蜂
の
味
で
す
ね
－

　
竹
の
子
は
、
筍
と
も
■
さ

ま
す
．
竹
の
下
に
句
と
■
く

の
は
、
食
ペ
ニ
ろ
が
、
旬
＾
じ

ゅ
ん
）
す
な
わ
ち
十
目
問
ぐ

ら
い
だ
か
ら
と
か
。

　
む
か
し
、
孝
行
息
子
が
雪

の
中
か
ら
竹
の
子
を
掘
っ
た

話
を
こ
存
じ
と
恩
い
ま
す
。

中
国
の
呉
の
時
代
に
、

め
て
雪
の
竹
林
に
行
き
、
竹
の
子

を
探
し
当
て
た
話
で
す
。
親
孝
行

が
報
わ
れ
て
奇
跡
が
起
二
っ
た
と
　
．

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
　
最
近
は
、
年
末
か

ら
竹
の
子
が
市
場
に
出
て
い
ま
す
日

南
九
州
な
ど
暖
か
い
地
方
の
物
で
　
．

す
。
二
れ
は
、
さ
ぐ
り
掘
り
と
い

っ
て
、
土
の
中
か
ら
出
る
前
の
竹

の
子
を
、
さ
ぐ
り
当
て
て
掘
り
出

す
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
肥
料
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
孟
宗
と
い

う
人
が
母
の
好
物
の
竹
の
子
を
求

に
工
夫
を
し
て
成
長
を
遼
め

て
も
い
ま
す
。
ほ
か
に
南
中

国
な
ど
か
ら
、
航
空
便
で
く

る
物
も
あ
り
ま
す
。

　
夫
変
珍
し
い
二
と
を
、
師

　
　
　
世
寸
’

走
筍
、
寒
茄
子
。
と
言
い
ま

す
が
、
い
ま
は
、
と
ち
ら
も

そ
う
珍
Ｌ
く
な
く
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
や
は
り
竹

の
子
は
初
夏
の
味
で
す
。

　
竹
の
子
が
旬
の
二
ろ
は
、
野
鳥

の
声
が
ひ
と
き
わ
に
ぎ
や
か
に
な

る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
五
月
十

目
－
十
六
日
は
愛
烏
週
問
で
す
。

今
年
の
中
心
行
事
「
全
国
野
鳥
保

護
の
つ
ど
い
」
は
、
五
月
十
三
日

に
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
二

れ
を
機
に
、
あ
な
た
も
身
近
な
野

鳥
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん

　山　…ｏ　　　　山　　　“’　　山　山　山山　　　　　ｏ　　　　…　　　…　　皿　…　山…
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